
自治医大：遺伝子組み換えマウス処分漏れ 文科省厳重注意 
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 文部科学省は２５日、遺伝子組み換えマウスの不適切な取り扱いをしたとして、自治医

科大に文書で厳重注意した。 

 

 文科省によると、同大実験医学センター（栃木県下野市）で今年６月１１日、数日前に

安楽死させたはずの遺伝子組み換えマウス１匹が屋内の実験用廃棄物容器内で生きている

のが見つかった。マウスは捕獲され、ほかに逃げたマウスはなく、人間などに影響を与え

る恐れもなかった。 

 

 しかし、廃棄物容器は遺伝子組み換え生物を取り扱う専用の飼育室外の廊下にあり、死

んだことの確認が不十分なまま、その容器にマウスを廃棄していた。文科省は、遺伝子組

み換え生物の取り扱いを定めた法律上不適切で、国への届け出も１１月１９日と遅く、厳

重注意し再発防止を求めた。【奥野敦史】 

 

 


